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七
谷
亜
紀
彦
さ
ん

（永
野
原
）

き

っ
か
け
は
、
１０
歳
の
と
き
母
親
か
ら
火
吹
き
竹
を
作

っ
て
欲
し

い
と
頼
ま
れ
、
遊
び
心
で
火
吹
き
竹
を
空
に
向
け
、
太
陽
を
の
ぞ
き

込
ん
だ
こ
と
で
し
た
。

七
谷
亜
紀
彦
さ
ん
は
、
穴
か
ら
入
っ
て
く
る
太
陽
の
光
を
吸
収
し

た
竹
が
黄
金
色

（赤
）
に
輝
く
こ
と
を
発
見
。
竹
に
秘
め
ら
れ
た
美

し
く
輝
く
光
の
世
界
は
、
子
ど
も
心
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
４０
年
、
竹
の
美
し
さ
を
ア
ー
ト
作
品
に
ま
と
め
あ
げ
る
た

め
、
５０
歳
の
と
き
ス
ペ
ー
ス
バ
ン
ブ
ー

（∽
り
，
ｏ
①
ω
”
ヨ
σ
ｏ
ｏ
）
を
開
業
。

竹
工
芸
の
作
品
を
つ
く
り
な
が
ら
、
竹
光
の
作
品
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。
「竹
の
も
っ
て
い
る
神
秘
性
に
満
ち
た
特
性
な
ど
を
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
創
作
意
欲
が
湧
い
て
く
る
」
と
話
す
七
谷
さ
ん
。

日
々
の
営
み
に
追
わ
れ
る
人
々
に
と
っ
て
、
七
谷
さ
ん
の
バ
ン
ブ
ー

ア
ー
ト
作
品
は
疲
れ
た
心
を
癒
す
世
界

へ
導
い
て
く
れ
ま
す
。
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わが家の
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うしさんにベーベーベーって言

えるよ。

父

母

佐藤 奉美さん
高森・旭通 22歳

|お仕事

梅香苑で介護職をしてい

ます。
1趣味

映画鑑賞。買い物。
|一番やりたいこと

マリンスポーツ。資格取

得。
1理想のタイプ

決断力のある人。やさし

い人。活発な人。

腫
観

聾
あおい

|
■
■
■
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山室 葵ちゃん
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高森町の人口の動き
世帯数/2,670戸 (+1)
男 :3,633人 (-5)/女 :3,973人 (+3)
総 数/7,606人 (-2)
(平成 16年 12月 31日 現在)

Eh『 内外に向けた情報発信手段として、高森町ホームペー
ロ|」 ジ「たかもリグリーンネット」を開設しました。

町のさまざまな魅力をPRするサイ トとして多くの方にアク
セスしていただき、高森に興味をもってもらえたらと思います。
「広報たかもり」も掲載していますのでよろしくお願いします。

お詫びと訂正

広報たかもり1月 号の『わが家のアイドル』で、宇藤佑

馬くんと記載しましたが、宇藤佑真くんの誤りでした。お

詫びして訂正します。

鶴

ロ
高森町マスコット

‖o,546平成17年2月 5日発行
発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l  FAX0967-62-1174
印刷/(株 )熊本新生社印刷
∩ ■ ′ヽぃ

==ヽ
_

:● ヨ誓警 |‐紙

■
■

目■
■
■
目

目
■
■

森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています

lち 璃

“

出

「

u圏電

l

・‐コ■町さ|ョ、

七谷さんのバンブーアート作品

―
■
滑
“
　

‥

出

Ｅ
Ｆ
Ｆ
ト

平成 月5日

ヨ「
…

■

■
L¨i

″
´

LらL

ご
Ｆ

L___」
現

「 「
燿

一・鶴

．

口
Ｆ

　
，
／
√
Ｌ

L

琥
、

ヽ ガ
コ．́　
ビ

)、予
ｉ

ョ
日

■

轡 1鹸 :ヽ
ヽ
ヽ
)、、

猟
「

「
．撼
爾
．

‖

~・ 雫`雫:電:旱[辱韓華酵轟;場i曇1響!簸:爾!願
i ‐    ||:著融唇

1  1)



朋 朋遊館
芙 芙蓉館
林―林業総合

上 上町集会所
温 高森温泉館

センター 基 基幹集落センター

10
万年青会/上
10:00^V

新酒とふるさと

の味まつり

(～ 3/13)

2/隆診
轟ワ

√
役場支払日

野菊の会/朋
10:00ヽ

心配ごと相談/芙
13:00～ 15:00
よい歯の教室/
林 9:30^ν

もみ じ会/林
9:30^ν
どぎゃん会 /朋
9:30^シ

電質
薔、ノ

役場支払日

確定申告
(～ 3/19

高森 1品椰 館日

/温
心配ごと相談/
0:00～ 12
3か月
13:30～

19罐 颯
羅 P罐
壽 仁∫

‖
. ‐1.F.■

/エ
個別健康教育/
1ホ  9:30～

13:30～

=‐
■‐■・ ■
.■
デ ・三
三._■.■

個別健康教育/
オ1ホ  9:30～

24
個別健康教育/
林  9:30～
友遊クラブ/朋
13:30～

飩扮
交通安全宣言駅

伝大会

9:00～

絃礁
個別健康教育/
林  9:30～

骰了 盆た Q/1
ノヽ/  1

1才 6か月児健診
/林
13:30^ν

8
心配ごと相談/芙
13:00～ 15:00

鰺
》 12

ヽ

電
櫓
♂

♂
怒
璧
‰

T akarnori alendar たかもリカレンダー  ■2月 6日～3月 12日
■■回 1国鰈躙

●

●

おくヤ乃もうにめげます
2004年 12月 受付分 (敬称略 )

めリカゞ
｀
どうご資ギヽ ま`にた (撃警略

[住 所]

上色見。東中原

永野原。永野原

津 留。永 野

高 森。上 在

高 森。昭 和

上色見・大村

野 尻・ 川 上

草部。宮の馬場

高 森・ 村 山

[死亡者]

堀田  彰
[御遺族]

堀田 義宗
阿南 凍枝
甲斐 正一
佐藤今朝弘

高月 明裕
松岡 勝吉
瀬井 達老
本川テル子

甲斐 博次

覺

直

蔵

雄

工

子

生

男

健

信

キ

針

瀧

龍

タ

南

斐

藤

月

岡

井

川

斐

阿

甲

佐

高

松

瀬

本

甲

[年齢]

82

73

83

84

68

85

79

65

76

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>甲斐 正一 佐藤 秀武
阿南 凍枝 高月さきみ
松岡 琴生 堀田 義宗
瀬井 達老 甲斐 博次
野尻 健一 本川テル子
伊東 義昭

<―般寄付>緒方 秋男 高森中学校PTA一同
■広報送料寄付

中尾 幸雄 (兵庫県高砂市)
藤本 正巳 (熊本市花立)
野尻 逸司 (熊本市御領)
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視高森町成覺凩
|」ト

大きく け
1月 3日 、林業総合センターで高森町成人式が開かれました。

成人を祝うこの式典の対象者は 118人。仕事を頑張っている人、県外に進学した人、
結婚している人など 98人が出席し、 1日友や恩師との再会を喜びました。

Sun lげl③幾

役場支払日

水|| 黎輻躊

心配ごと相談/朋
10:00′ ンヽ12:00
友遊クラブ/朋
13:30^´

12

26
個別健康教育/
4本  9:30～
役場支払日
年金相談/林
10:00ヘレ15:00
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成人式∠θθπ″響ゲ留′θ′
“
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お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

２

‐

３

８

６

５

・
　
　
●

一
●
●
―

野
菜
の

「
価
格
安
定
事
業
」

Ｊ
Ａ
で
進
め
て
い
る
指
定
産
地
制
度

に
は

「価
格
安
定
事
業
」
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
中
に

「価
格
安
定
交
付
金

（助

成
金
）
」
が
あ
り
ま
す
。

夏
秋
キ
ャ
ベ
ツ
を
例
に
と
り
ま
す
と
、

保
証
基
準
額
７８

・
５
円
／
ｋｇ
を
下
回

っ

た
場
合
は
、
そ
の
差
額
の
９
割
が
補
填

さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
市
場
全
体

の
単
価
が
９
月
が

６０
円
、
１０
月
が
５０
円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

月
に
１
万
ケ
ー
ス
ず

つ
出
荷
し
ま
し
た
。

こ
の
場
合
は
、
合
計
４
、
２
３
０
、
０
０
０

円
補
填
さ
れ
ま
す
。
（左
記
計
算
参
照
）

こ
の
機
会
に
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

偏
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

６

２

１

９

８

３

３

交
通
安
全
宣
言
駅
伝
大
会

○
日
　
時
　
２
月
２０
日

（日
）

午
前
９
時
集
合

駐
在
区

。
職
場

。
学
校

・
ク
ラ
ブ
等
１

チ
ー
ム
６
人
で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
と
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

目
申
し
込
み

・
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

（体
育
協
会
事
務
局
）

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
４
３
）

高
森
町
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
開
設

町
で
は
、
行
政
、
福
祉
、
教
育
、
医
療
、

観
光
、
防
災
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
情
報

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
町
内
外
の

方
に
正
確
に
伝
え
、
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
と
と
も
に
生
活
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
高
森
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

ま
し
た
。

○
ア
ド
レ
ス

す
諄
ｏ
¨ヽ
ヽ
三
〓
〓
・一
〇
〓
５
・一，
バ
”
Ｂ
Ｏ
寿ヽ
Ｃ
Ｂ
”
ヨ
〇
一ｏ
・一ｏ
ヽ

お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
係

Ⅲ
６
２
１
１
１
１
１

（内
線
２
１
２
）

●

(78.5円 -60円 )× 0.9× 100,000 kg(1万 C/S)

==1,665,000円

■■|■| ‐

咽囲魏
(78.5円 -50円)× 0.9× 100,000kg(1万 C/S)

==2,565,000円

合計  4,230,000円

請 負 者
(有)後藤建設

●

健康問題 を

24時 間 .

お送 |,し ま

圏日目目圏猥圏種饗鐵圏国圏

24時間電話を通して鍵康をお届けします。
魃月曜日

アレルギー性鼻炎

●火曜日
アレルギー性結膜炎

輻水曜日
最近話題のノロウイルスについて

は木曜日
噛んでもうまく飲み込めない子供たち
は金曜日
咳が長引くときは ?

鶉」L曜日 0日曜日
性教育シリーズ⑨

◎ 2月のテーマ

2月 11日

2月 13日

2月 20日

2月 27日

3月 6日

3月 13日

3月 20日

立 野 病 院

藤 本 医 院

平 田 医 院

馬 原 内科 医 院

立 野 病 院

寺 崎 医 院

南郷谷整形外科医院

TEL 68-0111

T■ 67-0020

T■ 62-0216

TEL 62-0646

TEL 68-0111

T■ 62-0378

T肌 62-3351
1圏目圏麗輌醒圏圏圏目圏目■■ |■目園圃騒饉饉爾爾爾鐵鰹鸞腱機欄鱗覇鱗震繭餞鱗鸞爾鰈鰈鰺爾爾機圏椰圏目圏輌圏目圏圏題圏願闘瞳轟饉

行われ、各地区の代表4

名が両親への感謝の気持

ちやそれぞれの目標を語

りました。

ふれた成人式。毎年各地

で問題となる「荒れた成

人式」とは無縁で、高森

町の新成人たちを送るこ

とができました。

輝かしい将来に大きく飛

躍してください。

典後、記念行事とし

て成人者意見発表が

くの来賓からの祝福

と励ましの言葉にあ

【成人者代表宣誓】

i武田 福栄さん(永野原。大仲野)

人を迎えた幸せを

しっかりかみしめ、

【交通安全宣言】

後藤 愛実さん(上色見・洗川)

口」L
工ヽ

多

成

工   事   名
小久保谷川災害復旧工事

工   期
H17.1.7～ H17.3.22

契約金額 (円 )

5,197,500

高根切川災害復旧工事 H17.1.7´V H17.3.22 5,124,000 (資)池田建設

村山川災害復旧工事 H17.1.7´V H17.3.22 8,274,000 (株)草村道路建設工業

県境線 2号箇所災害復旧工事 H17.1.7´V H17.3.22 18,480,000 (株)草村企業

取首・水湛線 1号箇所災害復旧工事 H17.1.7′V H17.3.22 5,376,000 (有)後藤建設

取首・水湛線 2号箇所災害復旧工事 H17.1.7´Ψ H17.3.22 5,953,500 (有)佐藤建設

上市下橋災害復旧工事 H17.1.7～ H17.3.22 14,542,500 (株)高  梢
戸狩川災害復旧工事 H17.1.31へ ′H17.3.22 7,770,000 (資)池田建設

じ
し
ヽ

一
月

ハ

―■―

4卜

00薇
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事権
では藤本町長が「こ

口轟口` れからは時代の推移

と地域社会に目を向け、

よリー層教養と英知を養

い、激動する日本の頼も

しい担い手として活躍して

ください」と激励。成人

者を代表して武田福栄さ

んが「社会人として責任あ

る社会生活を営み、いつ

の日にか振り返ったとき、

よく頑張ったと堂々と胸

を張って言えるような人

生を歩みます」と誓いの

言葉を述べました。

:蠍蔀||

診療は午前9時から午後5時まで

ク
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昨
年
１
年
間
の
総
決
算

と
な
る
確
定
申
告
が
間
近

と
な
り
ま
し
た
。

所
得
税
の
申
告
は
２
月

１６
日

（水
）
か
ら
、
贈
与

税

の
申

告

は

２
月

１
日

（火
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
始
ま

り
、
期
限
は
３
月
１５
日
（火
）

ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
と
納
付
の
期

限
は
、
３
月
３１
日
（木
）
で
す
。

申
告
期
間
終
了
時
に
な

り
ま
す
と
、
窓
回
は
た
い

へ
ん
混
雑
し
、
長
時
間
お

待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、

お
早
め
に
申
告
を
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。絶

対
に
応
じ
な
ヽ

ロ

ｌ

υ

架
空
請
求
と
は
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
の

利
用
料
や
何
ら
か
の
未
納
料
金
な
ど
の
名

目
で
、
ま
っ
た
く
根
拠
が
な
い
の
に
、
支

払
義
務
の
な
い
人
に
お
金
の
支
払
い
を
請

求
す
る
も
の
で
す
。　
一
度
も
出
会
い
系
サ

イ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
の
に
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
請
求
が
き
た
り
、

未
納

。
未
払
い
と
書
い
て
あ
る
が
、
商
品

。

サ
ー
ビ
ス
・
金
額
の
具
体
的
な
記
載
が
な

い
ハ
ガ
キ
が
き
た
り
す
る
も
の
で
す
。

請
求
が
あ

っ
た
場
合
は
、
そ
の
請
求
が

根
拠
が
あ
る
も
の
な
の
か
、
自
分
に
支
払

義
務
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
冷
静
に

判
断
し
て
く
だ
さ
い
。
慌
て
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
な
た

へ
の
請
求
が
、
架
空

請
求
に
当
た
る
の
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
高

森
町
役
場
企
画
財
政
課
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
架
空
請
求
だ
と
判
断
で
き
た
場
合
は
、

無
視
し
て
絶
対
に
連
絡
を
し
な
い
、
絶
対

に
支
払
わ
な
い
、
個
人
情
報
は
絶
対
に
教

え
な
い
、
そ
し
て
脅
さ
れ
て
不
安
な
場
合

は
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

裁
判
所
か
ら
通
知
が
来
た
場
合
は
、
ま

ず
、
電
話
帳
で
裁
判
所
の
電
話
番
号
を
調

べ
て
裁
判
所
に
た
ず
ね
て
く
だ
さ
い
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

５

４

‐

４

８

３

５

る

広
が
り
ま
す

こ
れ
ま
で
生
鮮
食
品
と
漬
物
な
ど
８
品
目

の
加
工
食
品
の
原
材
料
だ
け
に
産
地
表
示
が

必
要
で
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基
づ
く
加
工

食
品
品
質
表
示
基
準
の
改
正
に
よ
り
、
こ
ん

に
や
く
、
緑
茶
、
焼
き
の
り
、
か
つ
お
の
た

た
き
な
ど
生
鮮
食
品
に
近
い
１
０
０
品
日
以

上
の
加
工
食
品
に
主
な
原
材
料
の
産
地
表
示

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
平
成
１８
年
１０

月
１
日
ま
で
に
製
造
さ
れ
る
も
の
は
従
来

の
表
示
も
で
き
ま
す
。

ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
環
境
生
活
部

食
の
安
全

・
消
費
生
活
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

７

‐

５

５

５

８

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、
「境

界
標
設
置
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
中
で

す
。近
年
、
境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
土

地
活
用
の
障
害
と
な

つ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨
は
、
確
定

し
た
境
界
に
永
続
性
の
あ
る
境
界
標
を
埋

●

設
し
、
そ
れ
を
地
積
測
量
図
上
に
表
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
境
界
紛
争
を
未
然
に
防

止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
財
産
を
守
る
た
め
に
、
隣
接

土
地
所
有
者
立
会
の
上
、
永
続
性
の
あ
る

境
界
標

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
、
金
属
標
等
）

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
境
界
標
は

と
き
ど
き
確
認
す
る
な
ど
し
て
自
分
で
管

理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

陶
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

７

２

１

５

０

３

１

工
虫
Ｔ
！

２
月
は
「省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
で
す

寒
い
冬
。
快
適
さ
を
求
め
る
あ
ま
リ
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
ム
ダ
に
使
い
過
ぎ
て
い
ま
せ

ん
か
？
家
庭
の
中
で
は
、
エ
ア
コ
ン
／
フ
ア
ン

ヒ
ー
タ
１
／
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
／
こ
た
つ

な
ど
が
、
特
に
要
チ
ェ
ツ
ク
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
を
絞

っ
た
効
果
的
な
省
エ
ネ

で
電
気
代
の
節
約
だ
け
で
な
く
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
を
少
な
く
し
て
、
地
球
温
暖

化
の
防
止
に
も
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
！

さ
あ
、
今
日
か
ら
ご
家
庭
で
次
の
１０
ポ

イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
か
し
こ
く
、

シ
ン
プ
ル
な
省

エ
ネ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

「ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
」
を
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
＝

家
庭
で
で
き
る
冬
の
省
エ
ネ
ー０
ポ
イ
ン
ト

○
暖
房
の
温
度
は
２０
℃
に
し
ま
す
。

○
暖
房
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
ま
せ
ん
。

○
暖
房
機
器
の
温
度
は
こ
ま
め
に
調
整

し
ま
す
。

○
ひ
と
の
い
な
い
部
屋
は
消
灯
し
ま
す
。

○
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
ま
せ
ん
。

○
使
わ
な
い
電
気
製
品
は
、
プ
ラ
グ
を

抜
き
ま
す
。

○
入
浴
時
は
お
湯
や
シ
ャ
ワ
ー
の
使
い

過
ぎ
に
注
意
し
ま
す
。

○
給
湯
温
度
は
な
る
べ
く
低
温
に
設
定
し

ま
す
。

○
温
水
洗
浄
便
座
は
温
度
調
節
し
ま
す
。

○
近
場
は
車
で
行
か
ず
、
無
用
な
ア
イ
ド

リ
ン
グ
は
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
を
よ
り
進
め
る

た
め
に
育
児

・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
、

平
成
１７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
２
月
２１
日

（月
）

午
後
１
時
３０
分
か
ら

午
後
３
時
４５
分
ま
で

○
場
　
所
　
阿
蘇
の
司
ビ
ラ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

○
説
明
内
容

改
正
育
児

。
介
護
休
業
法
助
成
金
に
つ

い
て
　
他

※
先
着
１
０
０
名

つヽよしまヽ．ｒし
行を生

回
申こめ早らカ

Ｌ
トワ
′
．．

′
日
、
日６■―月２ま＋Ｊ未

‐
受生
ロ
申

定申告が始まります
●  1●

●

与 ′

］
Ｅ

区   名
会   場

13時 ～ 15時
地

9時 ～ 11時
日 (曜 日)

2月 16日 (水 ) 天神・旭通 (1～ 6組 ) 旭  通 (7～ 22組 )
2月 17日 (木 ) 上町・昭和 (1～ 6組 ) EE f,E (7-28f;8)

2月 18日 (金 ) 横町・下町 (1～ 6組 ) T W (J-22i8)

2月 21日 (月 ) 本寸 山 上 在

2月 22日 (火 ) 冬 野 ・ 津 留 森

2月 23日 (水 ) 所得税・消費税納税相談    一阿蘇税務署一
(確定申告が必要な方は、この日に申告願います)

中 原 洗  ′||・ 大 村

林業総合センター

2月 24日 (木 )
2月 25日 (金 ) 河    原   1 尾 下 2・ 河 原 2 河原老人憩いの家

1津    留2月 28日 (月 ) 津   留   2
野 尻 2・ 尾 下 1 1野   尻

月月  遊   館
3月 1日 (火 )
3月 2日 (水 ) 中 矢   津   田 旧 JA北 部支所
3月 3日 (本 ) 草 部 (社 倉 以 外 ) 草  部 (社 倉 )

3月 4日 (金 ) 芹 口 (中 村、芹口、中

間、 古 畑、 馬場、 牛神 )

芹  口 (男 原、柿
迫、菅の迫)・ 下 切

3月 7日 (月 ) 菅 山 永   野   原

草部基幹集落センター

3月 8日 (火 ) 日l」 原 小 倉 原・ 井 上

3月 9日 (水 ) 戸 狩 山
自
′¬ i

3月 10日 (木 ) 中 園 西 丁

3月 11日 (金 )

3月 14日 (月 )

3月 15日 (火 ) 申告書等整理日

林業総合センター

419 TAKAMORI T()ヽVN‐ 2005.2
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境
界
に
は
永
久
的
境
界
標
（杭
）

の
設
置
を
！

介
護
休
業
法
説
明
会

相談 日に来場できなかった人

申 告 受|■付|1会■場

※|1月
‐15日は申告書等整理●となうておりますので、申告

=お
住まいの増鰊雛騨霧納購1働網議紫しょう。



高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長
　
★
↑
　
田
　
研
二

一●
一

ル
ム
′
力
Ｊ

、　
照

一某

の
本
町
東
部

一
帯

け
ば
、
音
を
た
て
る
落
葉
に
、
隠

れ
て
し
ま
う
か
の
小
さ
い
吾
亦
紅

の
紅
が
、
自
ら
を
し
つ
か
り
と
主

張
し
て
い
ま
す
。

私
に
は
、
そ
れ
に
耳
を
澄
ま
そ

う
と
し
て
も
、
聞
き
わ
け
る
事
が

出
来
な
い
、
鹿
達
の
恋
歌
。
好
奇

心
旺
盛
だ

っ
た
少
年
に
も
似
て
、

同
行
し
て
頂
い
た
野
尻
の
方
々
と

の
山
歩
き
は
、
天
に
至
る
３
６
０

度
の
視
界
す
べ
て
、
最
初
の
海
外

旅
行
に
も
似
た
知
的
な
興
奮
で
し

た
。
ま
し
て
や
、
ご

一
緒
し
て
頂

い
た
方
は
大
工
さ
ん
。
案
内
さ
れ

る

一
つ
一
つ
は
、
道
理
あ
る
あ
た

り
ま
え
。
自
然
と
人
間
と
の
あ
り

よ
う
。
切
り
株
跡
か
ら
、
芽
を
出

す
こ
と
を
前
提
と
し
て
斧
を
入
れ

る
。
伐
採
時
期
こ
そ
が
、
人
々
の

住
ま
い
を
、
棲
息
に
似
た
表
現
を

も

っ
て
、
す
さ
ま
し
く
退
し
く
、

魃所
得
税

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が

「所

得
税
の
確
定
申
告
書
の
手
引
き
」
を

参
考
に
、
昨
年
１
年
間
の
所
得
金
額

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す

る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
書
の
提
出
は
郵
送
等
で
も

結
構
で
す
。

な
お
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

ま
た
は
山
林
所
得
の
あ
る
白
色
申
告

者

の
方
は
、
確
定
申
告
書
に

「収
支

内
訳
書
」
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
方

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

な
ど
の
所
得

控
除
の
額
を
超
え
る

方
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
収
入
金
額
が

２
千
万
円
を
超
え
る
方
や
、
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所

得
金
額
の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超

え
る
方
な
ど
で
す
。

聰
饉
日
一子
望
兄

睾
ロ
ロ
ロ
ハ
Ｌ
●
】
ｆ
中′
■

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も

ら

っ
た
と
き
に
、
も
ら

っ
た
人
に
か

か
る
税
金
で
す
。

贈
与
税
が
か
か
る
の
は
、
平
成
１６

年

１
月
１
日
か
ら

・２
月

３１
日
ま
で

に
贈
与

を
受
け
た
財
産

の
価
額

が そ
の
知
恵
と
経
験
を
今
は
、
忘
れ

ら
れ
よ
う
と
し
で
●
ま
す
。
私
達

‐―●‐‐は‐‐、
自
然
を
征‐服
し
よ
う
と
は
、

一け
な
か
，
ど
。
襖
を
障
子
を
開
け

．
馴
昇」と
に
よ
っ
て
、
自
然
界
の
風

景
は
、借
景
で
は
な
く

一
体
に
な
っ

た
住
ま
い
。
慈
し
み
・
感
謝
の
形

が
野
辺

の
祠
で
あ
り
、
季
節

の

折
々
に
神
様
が
あ
り
芸
能
が
あ
り

ま
し
た
。
山
歩
き
は
、
そ
ん
な
あ
た

り
ま
え
を
学
び
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

野
尻
永
野
に
は
、
国
土
地
理
院

発
行
の
地
図
に
、
地
理
的
位
置
も

名
前
す
ら
も
な
い
大
き
な
滝
が
有

る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。
大
地
を

揺
る
が
す
地
響
き
。
し
っ
か
り
と
、

自
ら
の
身
体
を
刻
む
よ
う
な
振
動

を
感
じ
る
と
、
深
い
崖
中
腹
か

ら
、
怒
濤
と
な
り
、
や
が
て
消
え

る
滝
が
顔
を
だ
し
ま
す
。
そ
の
水

蒸
気
に
よ
る
沸
き
上
が
る
雲
。
河

川
現
象
に
よ
る
滝
で
は
な
く
、
崖

よ
り
突
然
に
吹
き
出
す
そ
の
さ
ま

は
、
人
を
安
易
に
近
づ
け
る
こ
と

な
く
、
神
々
し
く
も
こ
の
地
に
存

在
し
て
き
ま
し
た
。

●

私
達
の
故
郷
は
何
と
素
敵
で

し
よ
う
。
と
て
つ
も
な
い
。
比
較

と
し
て
の
地
名
が
う
か
ば
な
い
、

カ
ナ
ダ

・
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
麓
。

野
尻
永
野
か
ら
、
上
津
留

へ
向
か

い
小
高
い
丘
を
越
え
る
と
、
祖

母
の
山
々
が
横
た
わ
る

一
面
山
肌

の
秋
。
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
で
過
ご
し

た
、
青
年
期

の
私
が
そ
の
ま
ま

あ
り
ま
し
た
。
自
ら
を
、
此
処
は

高
森
だ
と
認
識
す
る
に
時
間
を
要

す
る
、
素
晴
ら
し
い
大
自
然
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
大
陸
的
風
景
を

演
出
す
る
か
の
、
乗
用
車
を
見
下

ろ
す
ほ
ど
大
き
い
鹿
が
足
早
に
す

ぎ
、
突
然
の
影
は
頭
上
の
く
ま
鷹
。

拍
車
を
か
け
る
離
農
離
村
が
、
む

し
ろ
大
自
然
を
取
り
戻
し
た
か
に

思
え
ま
し
た
。

私
達
、
高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡

協
議
会
は
、
大
工
さ
ん
達
の
組
織
、

日
本
建
築
大
工
技
能
士
会
阿
蘇
南

部
支
部
会
員
の
方
々
と
、
行
動
を

共
に
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
共
通
す
る
認
識
、
伝
統
と
後

継
者
育
成
に
あ
り
ま
す
。

新
潟
中
越
地
震
と
同
規
模
の
地

震
が
、
台
湾
中
部
で
発
生
し
ま
し

た
。
そ
の
頃
私
達
協
議
会
は
、
台

湾
南
部
の
都
市
、
高
雄
市
で
開
催

さ
れ
る
世
界
伝
統
芸
能

フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
公
演
に
向
け
、
準
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
。
出
演
団
体
は
、

高
森
阿
蘇
神
社
神
楽
保
存
会

・
風

鎮
太
鼓
保
存
会
。
現
地
と
の
公
演

連
絡
や
り
と
り
の
中
で
、
地
震
の

現
状
と
、
可
能
な
協
力
有
無
確
認

の
中
で
、
大
工
さ
ん
達
を
同
行
す

る
旨
伝
え
ま
し
た
。
親
日
知
日
家

の
多
い
台
湾
の
方
々
は
、
そ
れ
が
、

棟
梁
大
工
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、

日
本
建
築
に
於
け
る
棟
梁
の
存

在
意
義
を
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
達
の
申
し
入
れ
は
、
老

人
家
庭
を
中
心
に
、
補
修
を
目
的

と
し
て
予
定
を
た
て
て
頂
き
ま
し

た
。
し
か
し
訪
台
直
前
の
余
震
に

よ
り
、
道
路
は
寸
断
、
３
０
０
０

ｍ
ク
ラ
ス
の
山
々
が
連
な
る
台
湾

で
の
救
援
活
動
は
困
難
を
極
め
ま

し
た
。
丁
寧
な
日
本
語
で
、
「
日

本
の
棟
梁
大
工
に
私
の
家
を
修
繕

し
て
も
ら
う
ん
だ
」
と
、
噛
み
締

め
る
よ
う
に
喜
び
を
表
し
た
、
被

災
老
人
。
高
森
の
棟
梁
大
工
を
待
っ

て
い
る
人
達
が
い
ま
し
た
。
私
達

の
訪
台
は
３
泊
４
日
、
的
確
な
準

備
と
日
程
が
確
保
出
来
れ
ば
、
海

外
で
の
救
援
活
動
も
可
能
で
あ
る

と
す
る
、
貴
重
な
体
験
と
、
ま
と

ま
り
と
し
て
の
、
大
工
さ
ん
達
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感
動
し
ま
し
た
。

中
国
上
海
市
で
開
催
さ
れ
る
「第

２
回
世
界
旅
遊
資
源
博
覧
会
」
に
、

チ
ャ
リ
ー
永
谷
＆
キ
ャ
ノ
ン
ボ
ー

ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
共
に
、
上
色

見
熊
野
座
神
社
神
楽
保
存
会
の
公

演
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と

の
、
鎮
守
の
社
で
、
慈
し
み
・加
護
・

感
謝
、
舞
い
願
っ
た
神
楽
。
摩
天

楼
上
海
の
舞
台
。
が
ん
ば

っ
て
き

た
か
ら
、
夢
の
途
中
で
あ
り
ま
す
。

吾
も
亦

立
ち
す
く

を
見
せ
る

人
工
林
が

し
ま
う
か
、　
五
口

ヽ

A
●
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●

１
１
０
万
円
を
超
え
る
場
合
で
す
。

な
お
、
「あ
る
時
払
い
の
催
促
な
し
」

と
い
う
親
子
間
の
借
金
や
将
来
返
せ
る

よ
う
に
な

っ
た
ら
返
す
と
い
う

「出
世

払
い
」
の
借
金
な
ど
も
贈
与
さ
れ
た
も

の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

消
費
税
及
び地
方
消
費
税

個
人
事
業
者
で
、
平
成
１４
年
分
の
課
税

売
上
高
が
３
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者
及

び
３
千
万
円
以
下
の
事
業
者
で
、
平
成
１５

年
中
ま
で
に

「消
費
税
課
税
事
業
者
選
択

届
出
書
」
を
提
出
し
て
い
る
事
業
者
は
、

平
成
１６
年
分
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
簡
単
な
手
続
き
で
預
貯
金
口
座
か
ら

自
動
的
に
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
だ
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
今
年
の
確
定
申
告
か
ら
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

】住
民
税

住
民
税

（町
県
民
税
）
の
申
告
は
、
住

民
税
の
課
税
は
も
ち
ろ
ん
、
国
民
健
康

保
険
税
や
介
護
保
険
料
の
算
定
、
児
童

手
当
の
受
給
要
件
、
各
種
証
明
書
な
ど

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
は
、
必

ず
期
限
内
に
申
告
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
申
告
の
際
に
必
要
な
書

類
は
申
告
者
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
の
種
類

に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

◆
給
与
、
年
金
所
得
が
あ
る
人
は

○
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
給
与
支
払
証
明
書

〇
年
金
支
払
証
明
書

※
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
は
、
源

泉
徴
収
票

（原
本
）
を
必
ず
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
還
付
を
受
け

る
預
金
通
帳
の
回
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
（農
業
）
所
得
や
不
動
産
所
得
が

あ
る
人
は

○
収
入
や
経
費
な
ど
が
わ
か
る
帳
簿

○
領
収
書

○
収
支
内
訳
書

※
所
得
の
種
類
ご
と
、
経
費
な
ど
の
科
目

ご
と
に
計
算
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

○
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
や
明
細
書

○
生
命
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
の
明
細
書

◆
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人
は

〇
年
金
や
健
康
保
険
料
な
ど
の
支
払
証
明
書

◆
生
命
保
険
料
控
除
や
損
害
保
険
料
控

除
を
受
け
る
人
は

○
支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明
書

◆
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は

○
被
災
証
明

○
被
害
を
受
け
た
住
宅
、
家
財
の
明
細

書
や
領
収
書

○
損
害
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
の
証
明
書

◆
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人
は

（所
得
税
申
告
の
場
合
の
み
）

○
登
記
簿
謄
本

○
住
民
票
の
写
し

○
売
買
契
約
書
ま
た
は
請
負
契
約
書

○
住
宅
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残

高
証
明
書

●

申

告

に

準

備

す
る

も

の
は

？

蒻
お
問
い
合
わ
せ
先
　
阿
蘇
税
務
署
　
■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
５
５
１

高
森
町
役
場
　
税
務
課
　
町
民
税
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
６
４
・１
６
５
）

お
詫
び
と
訂
正

広
報
た
か
も
り
１
月
号

「農
業
申
告
決
算
書
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
修
繕
費
で
、
１０
万
円
未

満
と
記
載
し
ま
し
た
が
、
２０
万
円
未
満
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
る
児

童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
手
当
が
支
綸
さ
れ
ま
す
。

手
当
支
給

の
対
象

○
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

こ
の
手
当
は
、
手
当
の
対
象
と
な
る
児

童

（以
下

「支
給
対
象
児
」
と
い
う
）
を

監
護
す
る
父

・
母
ま
た
は
父
母
に
か
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て

い
な
け
れ
ば
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
２０
歳
未
満

の
精
神
ま
た
は
身
体
に
中
程
度
以
上
の
障

害

（政
令
別
表
第
二
で
定
め
る
程
度
の
状

況
）
を
有
す
る
児
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
障
害
を
事

由
に
年
金
を
支
給
さ
れ

る
児
童
や
児
童
福
祉
施

設
等
に
入
所
し
て
い
る

児
童
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

手
当
を
受
け
る
手
続
き

手
当
を
受
け
る
に
は
、

役
場
保
健
福
祉
課
の
窓

口
で
次
の
書
類
を
添
え

て
請
求
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
県
知
事

の
認
定
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

（外

国
人
の
方
は
登
録
済
証
明
書
）

②
請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ
る
世
帯

全
員
の
住
民
票
の
写
し

③
そ
の
他
必
要
書
類

手
当

の
支
払

い

手
当
は
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
と
、

町
が
受
理
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
１２
月
分
～
３
月
分
の
手
当

（４
月
）

。
４
月
分
～
７
月
分
の
手
当

（８
月
）

・
８
月
分
～
１．
月
分
の
手
当

（Ｈ
月
）

に
郵
便
局
の
回
座
振
込
に
よ
り
支
払
わ
れ

ま
す
。

手
当

の
額

（平
成

１６
年

４
月
か
ら
）

１
級
該
当
児
童
１
人
に
つ
き

月
額
５
０
、
９
０
０
円

２
級
該
当
児
童
１
人
に
つ
き

月
額
３
３
、
９
０
０
円

支
給
制
限

手
当
を
受
け
て
い
る
人
、
扶
養
義
務
者

及
び
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
限
度
額
以

上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年
度

（８
月
分
か

ら
翌
年
の
７
月
分
ま
で
）
は
、
手
当
の
全

部
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

鶉
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
２
）

入
居
募
集

の
町
営
住
宅

の
概
要

○
名
　
称
　
下
町
団
地

○
所
在
地
　
大
字
高
森
１
３
８
５
番
地
４

（高
森
簡
易
裁
判
所
裏
）

○
建
設
年
度
　
平
成
１６
年
度

○
種
　
別
　
一
般
公
営
住
宅

○
構
　
造
　
木
造
平
屋
建
　
３
Ｄ
Ｋ

７７

・
６２
２ｍ

Ｏ
募
集
戸
数
　
４
戸

○
家
賃
予
定
額

（月
額
）

２
０
、
０
０
０
円
～

３
３
、
０
０
０
円

※
入
居
者
の
収
入
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

※
家
賃
の
ほ
か
に
共
益
費
２
、０
０
０
円
、

駐
車
場
代
５
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

入
居
申

し
込
み
期
間
及
び
場
所

○
期
　
間
　
平
成
１７
年
２
月
・４
日
（月
）
～

平
成
１７
年
２
月
２５
日
（金
）

（土
日
を
除
く
午
前
８
時
３０
分

か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま
で
）

○
場
　
所
　
建
設
課
建
築
係

入
居
資
格
及
び
条
件

・
同
居
者
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
い
る
者

（５０
歳
以
上
の
者
及
び

障
害
者
等
に
つ
い
て
は
単
身
で
の
申
し

込
み
も
可
能
と
す
る
）

。
本
人
及
び
同
居
者
の
合
計
所
得
月
額
が

２０
万
円
以
下
の
者

。
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
者

。
本
町
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
者
、
ま
た
は
ｌ
ヶ
月
以
内
に
住
所
ま

た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
こ
と
と
な
る
者

・
納
税
等
町
民
の
義
務
を

怠

っ
て
い
な
い
者

申

し
込
み
方
法

申
し
込
み
期
間
内
に
建

設
課
建
築
係
に
備
え
付
け

の
申
し
込
み
用
紙
に
よ
り

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
現
在
の
生
活
状
況
等
に

つ
い
て
簡
単
な
聞
き
取
り

調
査
を
し
ま
す
）

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

。
住
民
票
の
写
し

・
入
居
予
定
者
の
平
成
１６
年
１
月
か
ら
・２

月
ま
で
の
所
得
が
証
明
で
き
る
書
類

（給

与
所
得
源
泉
徴
収
票
、
公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
、
勤
務
先
の
証
明
書
な
ど
）

。
入
居
予
定
者
に
障
害
者
が
い
る
場
合
は

障
害
者
手
帳

・
寡
婦

・
寡
夫
世
帯
に
つ
い
て
は
、
そ
の
こ

と
が
証
明
で
き
る
書
類
（戸
籍
抄
本
な
ど
）

選
考
方
法

高
森
町
営
住
宅
条
例
第
９
条
の
入
居
選

考
基
準
に
基
づ
き
選
考
し
ま
す
。

入
居
予
定
日

平
成
１７
年
４
月
１
日

（金
）
以
降

趙
お
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
建
築
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
４
３
）

●   ●

●   ●

記
者
会
見
　
慶
事
間
違
な
紀
宮

寒
さ
堪
え
て
　
出
陣
式
ィ
義
理
の
あ
る

後
藤

南 信
天 子

浦
塚

見
　
ま

一
度
メ
ダ
ル
噛
ん
で
見
せ

馬
原
　
馬
笑

後
藤
　
愛
子

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

上
井
加
根
女

松
山
キ
ヨ
子

桐
原
　
白
酔

渡
辺
　
雲
海

佐
藤
　
重
信

佐
藤
多
可
雄

岡
本
　
琴
司

再
婚
し
て
　
介
護
支
援
に
来
た
ご
た
る

残
り
少
し
　
指
折
り
し
よ
る
年
金
日

寒
さ
堪
え
て
　
学
童
守
る
交
叉
点

も
う
疲
れ
た
　
ど
こ
も
手
配
の
回
っ
と
る

記
者
会
見
　
そ
う
よ
話
せ
ん
も
ど
か
し
さ

見
た
ら
駄
目
　
暗
号
の
あ
る
日
記
帳

再
婚
し
て
　
連
れ
子
も
笑
顔
取
り
戻
し

も
う
疲
れ
た
　
双
子
の
守
も
や
お
い
か
ん

記
者
会
見
　
は
ぐ
ら
か
す
と
も
芸
の
内

残
り
少
し
　
家
で
看
取
っ
て
や
ん
な
は
り

退
院
し
荒
れ
た
る
庭
の
草
紅
葉

村
祭
り
俄
行
司
の
板
に
つ
き

山
茶
花
の
清
楚
の
白
を
夕
卓
に

目
を
痛
み
て
電
車
乗
り
継
ぐ
街
時
間

山
茶
花
の
掃
け
ば
又
散
る
タ
ベ
か
な

大
霜
や
雪
か
と
ま
が
ふ
窓
の
外

落
葉
炊
く
子
ら
賑
や
か
に
芋
を
焼
く

命
惜
し
紅
葉
且
っ
散
る
夕
ま
ぐ
れ

ア
キ
フ

史碁
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子
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ホ
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弥 雄 子

〉国民年全だより〈
◆新成人の皆さん

国民年金の加入手続き
をしましょう

国民年金は、国が責任をもって運営する公的

年金制度です。日本国内に住所を有する20歳から

60歳までの人が加入することになっています。

国民年金の加入者 (被保険者)は次の 3種類。
①自営業者、学生などは第 1号被保険者に、②サ

ラリーマン、公務員は厚生年金や共済組合に加入

すると同時に第 2号被保険者に、③第 2号被保険

者に扶養されている配偶者 (妻・夫)は第 3号被
保険者になります。

国民年金などの公的年金は、やがで必ず訪れる

長い老後の収入を国が約束してくれる年金制度で

す。老後の所得保障だけでなく、さらに、病気や

けがで障害が残ったときや、 18歳未満の子どもを

残して父親が亡くなったときにも年金を支給して、

思いがけない人生の「万一」もサポー トします。

また、年金制度を社会経済と調和した持続可能

なものにして、制度に対する信頼を確保するため

に、制度改正も行われました。所得水準に応じた「多

段階免除制度」や、若年の就業困難者に対する「納

付猶予制度」の導入など、国民年金保険料を納め

やすいようにするための改正が行われ、順次実施

されることとなります。

加入手続きは、第 1号被保険者は市区町村役場

で、第 3号被保険者は配偶者の勤務先などを経由

して行います。第 2号被保険者は厚生年金保険な

どの加入手続きに合わせて行うので、個別の手続

きは必要ありません。

20歳になったら忘れずに手続きを行ってくださ

い 。

お問い合わせ先

熊本東社会保険事務所

住民生活課国民年金係

TEL 096-367-2500

TEL 62-1111(内 線 132)

肥
　
後
　
狂
　
句

如
　
月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）
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「に
せ
税

理
士
」
に
ご
注
意

を

！

一
熊
本
県
警
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
ご
案
内

所
得
税
並
び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

決
算
書
や
申
告
書
な
ど
の
税
務
書
類
の
作
成
等
を
依
頼

す
る
場
合
は
、
そ
の
人
が
正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
、
よ

く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

税
理
士
の
資
格
の
な
い
人
が
、
税
務
代
理
や
税
務
書
類

の
作
成
、
税
務
相
談
を
す
る
こ
と

（い
わ
ゆ
る

「に
せ
税

理
士
」
）
は
、
税
理
士
法
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「に
せ
税
理
士
」
は
、
法
律
に
違
反
す
る
だ
け

で
な
く
、
税
務
署
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
調
査
を
受
け
る

一

こ
と
に
な
っ
て
も
、
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
答
え
る
こ
と
が

一

で
き
な
い
な
ど
、
結
果
的
に
あ
な
た
自
身
が
大
き
な
迷
惑

．

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

十
分
に
ご
注
意
を
！

税
に
つ
い
て
お
分
か
り
に

な
ら
な
い
こ
と
や
、
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
阿
蘇
税
務

署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
９

熊
本
県
警
察
で
は
、
広
報
誌
、
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

音
楽
隊
の
演
奏
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
「カ
ギ
か
け
日
本

一
運
動
」
「振
り
込
め
詐
欺
防
止
」
な
ど
の
防
犯
活
動
、

交
通
事
故
防
止
活
動
、
暴
力
団
排
除
活
動
、
少
年
非
行
防

止
活
動
等
の
広
報
を
行

っ
て
い
ま
す
。

県
警
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

の
ご
案
内

熊
本
県
警
察
の
方
針
や
活
動
実
態
、
県
民
生
活
に
有
益

な
情
報
、
身
近
な
情
報
等
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
ア
ド
レ
ス

コ
け
計
ｏ
¨
＼
＼
〓
〓
〓
・
ｏ
〇

一
一
Ｏ
Φ
・
０
ヽ
Φ
「
・
末
Ｃ
ヨ
●
ヨ
〇
計
Ｏ
・
」
０

情
報
内
容
を
６
つ
の
項
目
に
分
類
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
新
着
情
報

（新
し
い
記
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
）

○
注
目
記
事

（お
知
ら
せ
、
交
通
情
報
、
犯
罪
防
止
な
ど
）

○
情
報
提
供
の
お
願
い

（犯
人
検
挙
に
ご
協
力
を
、
薬
物
情
報
な
ど
）

○
相
談

（警
察
安
全
相
談
室
、
暴
力
追
放
相
談
電
話
な
ど
）
一

〇
申
請
。手
続
き
（運
転
免
許
関
係
、
古
物
営
業
関
係
な
ど
）

・

○
熊
本
県
警
の
紹
介

（職
員
採
用
、
警
察
署
ペ
ー
ジ
、
県
警
の
方
針

な
ど
）

●

平
成
１６
年
中
の
自
然
災
害
は
、
近
年
ま
れ
に
見
る
大
型

災
害
で
、
こ
の
災
害
に
緊
急
消
防
救
助
隊
が
出
場
し
、
そ

の
活
躍
は
皆
さ
ま
の
記
憶
に
新
し
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
国
民
保
護
法
が
平
成
１６
年
６
月
１８
日
に
交
付
さ

れ
、
９
月
１７
日
か
ら
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
国
民
保
護
法
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、
外
国
か

ら
の
武
力
攻
撃
事
態
や
テ
ロ
等
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た

場
合
、
内
閣
総
理
大
臣
が
対
策
本
部
長
と
な
り
警
報
や
避

難
指
示
を
発
す
る
の
も
の
で
す
。
都
道
府
県
に
は
総
務
大

臣
を
通
じ
て
発
せ
ら
れ
、
都
道
府
県
知
事
は
市
町
村
に
、

市
町
村
は
住
民
に
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

そ
の
中
で
消
防
機
関
は
市
町
村
の
補
助
機
関
と
し
て
住

民

へ
の
警
報
伝
達
、
避
難
指
示
、
避
難
住
民
の
誘
導
、
消

火
等
の
重
要
な
役
割
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
阿

蘇
広
域
消
防
本
部
で
は
平
成
１６
年
８
月
ょ
り
特
別
災
害
救

助
隊
、
山
岳
救
助
隊
、
水
難
救
助
隊
が
発
足
し
、
い
つ
発

生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
事
故
に
備
え
て
各
隊
そ
れ
ぞ

れ
専
用
器
材
を
フ
ル
に
活
用
し
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
消
防
は
大
き
く
変
化
し
そ
の
業
務
範
囲

も
広
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
ま
す
ま
す
皆
さ
ま
の
ご
協
力
が

必
要
と
な
り
、
共
に
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

/

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
よ
う

２
０
０
５
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
が
３
月
よ
り

加
入
受
付
開
始
！
　
子
供
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど

５
人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
し
て
万

一
の
け
が
や
賠
償
責
任
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

心
臓
マ
ヒ
な
ど
の
突
然
死
に
対
し
て
は
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

掛
金

・
補
償
内
容
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

※
対
象
と
な
る
事
故
の
範
囲

「団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
活
動
中
」
の
事
故
と

「そ
の
往
復
中
」

の
事
故

（学
校
の
管
理
下
を
除
く
）

「Ａ
Ｗ
」
に
お
い
て
は

「団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
活
動
中
と
そ

の
往
復
中
」
と
そ
れ
以
外
の

「個
人
活
動
中
」
の
事
故

（学
校
の

管
理
下
を
除
く
）

※

「Ａ
Ｗ
」
に
お
け
る
「個
人
活
動
中
」
の
傷
害
保
険
事
故
の
場
合
に
は
、

日
射

。
熱
射
病
及
び
細
菌
性
食
物
中
毒
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※

「子
ど
も
と

一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
大
人
」
と
は
、
子
ど

も

へ
の
実
技

。
理
論
指
導

。
そ
の
補
助
な
ど
を
行
う
高
校
生
以
上

の
生
徒
、
学
生
、
社
会
人
な
ど
を
言
い
ま
す
。

※

「子
ど
も
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
わ
な
い
大
人
」
と
は
、
子
ど

も
の
団
体
活
動
の
支
援
と
し
て
、
団
体
員
の
送
迎
、
応
援
、
活
動
の

準
備

・
後
片
付
け
の
み
を
行
う
高
校
生
以
上
の
生
徒
、
学
生
、
社

会
人
を
言
い
ま
す
。

○
保
険
期
間

。
平
成
１７
年
４
月
１
日
～
平
成
１８
年
３
月
３１
日

（３
月
中
に
申
込
の
場
合
）

。
掛
金
を
振
込
ん
だ
日
の
翌
日
～
平
成
１８
年
３
月
３１
日

（４
月
１
日
以
降
に
申
込
の
場
合
）

●

●   ●

隆■
｀
こ′♂
ンハ

(加入区分 ごとに 5人以上でご加入ください)⑪0001100■000

計
画

消
防
業
務
に
ご
協
力
を
！

16

υ

（
０
‐
0

A 500円 2,000万 円 3,000万円 4,000円 1,500円

身体賠償

財物賠償

1 人  1億円
1事故  5億円
(免責 1,000円 )

1事故 500万円

(免責 1,000円 )

|

|
団

2,コ 00万円 2,000円5,000円

体 活
3,コ 50万円

|   |
動 中 )

上記補償に

身体・財物賠償合算

1事故 500万円を加算

(各免責 1,000円 )

突然死

(急性心不全、

脳内出血等)

160万円

・中学生以下の子ども

'中学生以下の子ども

スポーツ活動を行

わない大人

AW 1,050円

(個
100万 円

人 活
150万円

動  中
1,000円 |

)

500円

身体・財物賠償合算

1事故 500万 円
(免責 1,000円 )

対象外

AC 1,000円 1,000万円 1,500ラげFl 2,500円 1,000円
・ A・ AWの子どもと
一緒にスポーツ活
動を行 う大人 (指
導者など)
※ 5人以上の子ども
と一緒に加入 して
ください

C 1,500円 2,000万 円 3,000万円 4,000円 1,500円

身体賠償

財物賠償

1 人  1億 円
1事故  5億 円
(免責 1,000円 )

1事故 500万 円

(免責 1,000円 )

突然死

(急性心不全、

脳内出血等)

160万円

高校生以上の文化
活動団体

A 500円 2,000万 円 3,000万円 4,000円 1,500円

・老人クラブなどの
団体

B 800円 600万 円 900万 円 1,800円 1,000円

高校生以上のスポーツ

活動団体 (野 外活

動、身体運動を含む)

C 1,500円 2,000万 円 3,000万円 4,000円 1,500円

危険度の高いスポー

ツ活動
D 9,000円 500万 円 750万 円 1,800円 1,000円

身体賠償

財物賠償

1 人  1億 円
1事故  5億 円
(免責 1,000円 )

1事故 500万円

(免責 1,000円 )

突然死

(急性心不全、

脳内出血等)

160万円

■お問い合わせ先   スポーツ安全協会熊本県支部 TEL 096-388-1581

7 rexeruoRr rowN-zoo5.2

知

つ
て
お
き
た
い

税

情

報

「

コ

‐ ■D

本
人

の

面
株

1対象となる団体 区分 掛 金
傷 害 保 険|`補償額) 賠償責任保険

(補償限度額)死亡‐ 後遺障害
取 同 (日額)

入 院 通院

(日額)

(



._0

だもヽ   か tヽ じん けん けい はつ ちょうない ちゅうがっ こう じん けん さく ぶん しょうかい

３
月
は
阿
蘇
郡
各
地
で

「阿
蘇
の
火

ま
つ
り
事
業
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
郷

土
芸
能
や
物
産
市
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
お
祭
り
で
す
。

県
内
は
も
ち
ろ
ん
福
岡
県
な
ど
九
州

各
地
か
ら
の
観
光
客
の
方
々
で
賑
わ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
方
も
ぜ
ひ
郡
内
各
町
村
で
開

催
さ
れ
る
お
祭
り
に
ご
来
場
い
た
だ
き

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
方
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
の
火
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
）

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

４

‐

５

１

１

７

阿
蘇
広
域
情
報
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

３

２

１

０

１

０

１

ロ

じん けん

「人権について思うこ

私は、小学校 6年生のとき、初めて人権集会に

参加しました。それまで私は、人権問題を他人事の

ように思っていました。しかし、5年生あたりから、

人権について深く考えるようになりました。きっ

かけは、平和学習の映画や人権についての ドラマ

でした。前まではよく考えたことがありませんで

したが、急に知 りたいという感情が出てきました。

それから、人権集会に参加するようになりました。

まず、人権と言われて思うことは、「差別」が

一番に思い浮かびます。人権問題には、民族に対す

る偏見、身体障害者に対しての差別、公害病患者

の人たちに対しての差別、また、男女差別などが

あります。私は、中でも、被差別部落について考

えます。支配者側に都合がいいように作 られた

制度が、制度としてはなくなっても日に見えぬと

ころでまだ続いているところが不思議に思います。

私たち 2年生は、今年、修学旅行先の京都で、

被差別部落出身の丸田さんのお話を聞くことがで

きました。丸田さんは、お話の中で、「もし自分

が鳥で、火に囲まれたときは、自分の大きな羽で

家族を守る、どんなにな

した。私は、この言葉を

わかるのはその痛みを知

っても守る」と言われま

聞いて、人の心の痛みが

っている人で、だか らこ
おもい     ことば

そ言える言葉な のではないのか な と思 いま した。

そして、「人の言葉はまっすぐ心に突き刺さる。ど

んなにかばっても突き刺さっていく」と丸田さん

が言われたとき、私はこの言葉が胸にグッときま

した。そのときはよくわかりませんでしたが、考
なにげ     ことば     あいて

えてみると、何気ない言葉でも相手を傷つけて し

胸にしまっまったり、
きず

傷ついてしまい、そのまま
おも

ていることがあるな と思いました。

修学旅行から帰り、

まとめました。私が

おおさか  まな    じんけん

大阪で学んだ人権について
みんぞく

ったのは、「民族」 に
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Li
C_」

ねん

年
くさかべちゅうがっこう

車部中学校 2 工藤 優子
く どう  ゆう こ

ついてで した。調べていくうちに、 どう考えて

も変だなと思いました。アイヌ民族 については、

先住民族なのに、後 に来た人に偏見を持って見 ら

れた り、政治家か ら「アイヌ民族は終わった」 と

いう言葉が出たりしていて、悲しいと思いました。 ●
はか    ざいにちかんこくじん  ちょうせん  ひと     さべつ         ~

その他に、在日韓国人や朝鮮の人への差別もあり
いま

ます。今でもイジメにあっていたり、いやがらせに

あっていたりと、問題が残っています。強制連行で

連れてこられた人たちがほとんどで、国籍が違うだ

けで就職が難しくなったりと、生活も追い込まれて

いくような日々 が続いていました。今は、四民平等

になり、人権を尊重する法律や考える場所があり

ます。しかし、世界を見ると、数々の人権問題がま

だ多く残っています。日本でも、部落差別の問題

が大きな壁になっています。なぜこのような問題が

残っているのかと思います。なぜ、ときちんと説明

できませんが、「自分と違っているところがあると、

それを受け入れられない」という気持ちが出てくる

ことが、差別がある原因かも知れません。

今、私に、「人権について何ができる」と聞かれ

たとき、私は、すぐに答えられるかは自信があり

ません。ですが、考えるだけでは何もならないので、

「行動すること」と答えると思います。今は、あま

りわかっていないかもしれません。これから先も、

人権について学びつづけたいと思います。

1月 9日 に行われた解放子ども会どんどや

●

●   ●

も
持十
ノ

う
受

火入れ式 阿蘇神社3月  4日 (金 ) 17:00へ′18:00

阿蘇町総合センター3月 5日 (土 ) 16:30へ″19:00 阿蘇ぶるまい

3月 12日 (土 ) 18:00へ′20:30 薪能 阿蘇神社

3月 13日 (日 ) 18:00～ 20:00 火振り神事 阿蘇神社参道及び隣接地

第 17回 「新酒とふるさとの味まつり」 高森駅前公園3月 13日 (日 ) 12:00～ 15:00

うぶやま牧場3月 19日 (土 ) 10:00′ ′ヽ15:00 モーモーグルメフェア

3月 19日 (土 ) ファイヤービート2005inア スペクタ アスペクタ

3月 20日 (日 ) 10:00へ′14:00 神楽とそば手打ち体験交流 道の駅波野 「神楽苑」

山ノ神まつり 俵山交流館「萌の里」及び俵山山麓周辺3月 20日 (日 ) 14:00へ′20:00

南阿蘇フェスタ (仮称) 南阿蘇村・村内一円3月 下旬～4月 上旬

3月 下旬～4月 上旬 第 8回桜さくら植木まつり 一心行の大桜周辺

早
春
の
高
森
の
大
イ
ベ
ン
ト

「新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
」
が
２
月

１２
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
皮
切
り
に
３
月
１３
日
の
ラ
ス
ト

イ
ベ
ン
ト
ま
で
の
ｌ
ヶ
月
間
開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
、
町
内
の
飲
食

店
や
宿
泊
施
設
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
す
す
め

一
品
料
理
と
期
間
限
定
寒

造
り
新
酒
が
お
召
し
上
が
り
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
内
で

〃
早
春
の
味

に
舌
つ
づ
み
〃
も
ご
ざ
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

（有
料
）

会
場
／
イ
ベ
ン
ト
列
車
（南
阿
蘇
鉄
道
）

２

月

日
（土
）
午
後
３
時
５０
分
～

謡
驚
骰
味
ほ
撥
魃
鸞
滸

２
月
１９
日
（土
）
午
後
６
時
～
　
　
２
月
‐９
日
貧
）あ
貝
日
）
午
後
１
時
～

会
場
／
田
楽
奥
阿
蘇
　
　
　
　
　
　
　
会
場
／
食
膳
　
渡
辺

新
酒
と
創
作
な
べ
　
　
　
　
雛
　
懐
　
石

３
月
１３
日
（日
）
午
後
０
時
～
午
後
３
時
　
会
場
／
高
森
駅
前
公
園

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先
　
高
森
町
観
光
協
会

ス
ト
イ
バ
ン
緻

新
酒
！
や
ま
め
！
高
森
に
わ
か
！

■
料
金
／
３
、
０
０
０
円

（新
酒

・
オ
ー
ド
ブ
ル

・
高
森
田
楽
／

―
プ
一一≫
グ
ｋ
，レ
鷲
蝉一■

■
募
集
／
５０
名
　
　
　
　
．

早
春
の
高
森
は
暖
か
い

●
高
森
伝
統
芸
能
　
●
新
酒
コ
ー
ナ
ー

（有
料
）

●
阿
蘇
あ
か
牛
の
丸
焼
き
な
ど

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

６

２

‐

２

２

３

３

３
月
５
日
（上
Ｙ
６
日
（日
）
午
後
１
時
～

会
場
／
花
門

京
懐
石
料
理

３
月
１２
日

（土
）
午
後
６
時
～

会
場
／
山
見
茶
屋

新
創
作
料
理

２
月
２６
日
（土
）
午
後
５
時
～

会
場
／
高
森
温
泉
館

湯

・
た

っ
ぶ
り
堕

３
月
５
日
（土
）
午
後
６
時
～

会
場
／
か
す
い

税
込
）

8

tん け|ん

|‐1撻民生善謀‐再‐|lfL対柔篠

開催 日
蟹

圃堅澗 イベント名 ‐・|■■|「■||

▲
■
■

■

ヒ■レ′
-

／
７



Monthly Flash Ne∨ vs

自身魚の幽庵焼き
□材料 (5人分)
み りん 大 さ じ2、

しょうゆ大さじ2、

ゆず1個、自身魚5

切れ、サラダ油大さ

じ1、 ブロッコリー

150g

□作り方
①みりん、 しょうゆ、ゆずの輸切りを合わせた
たれに、自身魚を 30分～ 1時間漬けておく。
②フライバンにサラダ油を熱し、自身魚を焼く。

(たれを塗りながら焼くときれいに仕上がる)

③売でたブロッコリーを添え、盛り付ければで
きあがり。

〃

上手に脂肪を取る
ための食事の工夫

「水
源
か
ん
養
林
」森
林
整
備
協
定
調
印
式

河
川
の
上
流
と
下
流
の
自
治
体
が

協
力
し
て
地
下
水
保
全
を
図
ろ
う
と
、

本
町
と
熊
本
市
が
水
源
か
ん
養
林
造

成
の
た
め
の
森
林
整
備
協
定
を
結
び

ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
本
町
が
所
有
す
る

原
野
を
熊
本
市
が
か
ん
養
林
と
し
て

整
備
し
、
水
資
源
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。
調
印

式
は
、
県
庁
で
潮
谷
知
事
立
会
い
の

も
と
藤
本
町
長
、
熊
本
市
の
幸
山
市

長
が
協
定
書
に
調
印
し
、
幸
山
市
長

が
「地
下
水
の
将
来
に
向
け
て
上
流
域

と
連
携
し
な
が
ら
、
一
層
の
水
源
か
ん

養
林
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
藤
本
町

長
は

「畜
産
農
家
の

減
少
等
に
伴
い
、
放

牧
地
の
原
野
の
管
理

が
困
難
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
熊
本
市
の
貴
重

な
地
下
水
保
全
に

一

役
を
担
え
る
こ
と
は
、

町
民
に
と
っ
て
も
誇

り
高
く
う
れ
し
い
こ

と
」
と
述
べ
ま
し
た
。

森
林
造
成
箇
所
は

大
字
上
色
見
、
大
字
色
見
の
町
有
地
約
５０

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
本
年
度
か
ら
８４
年
間
の

分
収
造
林
契
約
を
結
び
、
平
成
２０
年
ま
で

の
５
年
間
で
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ケ
ヤ
キ
、
ヤ

マ
モ
ミ
ジ
、
ヤ
マ
グ
リ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
の

広
葉
樹
の
苗
約
２０
万
本
を
植
栽
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
熊
本
市
が
平
成
１３
年
度
か

ら
育
成
し
て
い
る
水
源
の
森
づ
く
リ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
会
も
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
植
栽
や
間
伐
等
の
管
理
は
す

べ
て
熊
本
市
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係

〓□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

○脂質を取り過ぎると体の害になる。

動物性の脂肪に多く含まれる 「飽和脂肪酸」の取

り過ぎは、体内にある脂質成分やコレステ ロール、

中性脂肪の増加を促進します。 これが、動脈硬化な

どの原因にな ります。

○食物繊維を上手に取り入れる。

食物繊維には、余分なコレステロールが体内に吸

収されるのを防いだり、便秘解消や血糖値の上昇を

ゆるやかにするなどの作用があります。

売α舟あ 保

健

師
か
ら
あ
な
た

へ
の

`丁

´
[ι‖
`

健
診
結
果
か
ら

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う
！

襴
　

生
活
習
慣
病
予
防
の
大
前
提
は
、
「血
管
を
守
る
こ
と
」

中
で
す
。
今
回
は
血
管
に
対
す
る
危
険
因
子
の
ひ
と
つ
「高

鰊
脂
血
症
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

中
　
高
脂
血
症
と
は
、
血
液
に
溶
け
込
ん
で
い
る
脂
質
（コ

中
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
な
ど
）の
量
が
異
常
に
増
え

一
た
状
態
の
こ
と
で
す
。
健
診
結
果
で
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

い
ロ
ー
ル
値
が
正
常
値
よ
り
高
い
方
は
、
男
性
が
２０
代
以

¨
降
徐
々
に
上
昇
し
５０
代
で
４５
。７
％
と
な
り
、
女
性
は
５０

輛
代
で
５３
・
１
％
、
６０
代
で
６４
・
７
％
と
な
り
以
後
大
き
く

攀
変
化
せ
ず
高
い
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

◆
な
ぜ
、
高
脂
血
症
に
な
る
の
？

高
脂
血
症
の
最
大
の
原
因
は
食
べ
過
ぎ
で
す
。
食
べ
過
ぎ
る

と
血
液
中
の
中
性
脂
肪
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
同
時
に
使
わ

れ
な
か
っ
た
中
性
脂
肪
が
脂
肪
組
織
に
貯
え
ら
れ
て
肥
満
と

な
り
ま
す
。
運
動
不
足
に
よ
り
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
減
少
す
れ

ば
ハ中
性
脂
肪
の
増
加
と
肥
満
に
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
原
因
と
し
て
は
、
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

を
多
く
含
む
食
品
を
食
べ
過
ぎ
た
り
、
一
度
に
大
量
に
食

べ
た
り
す
る
こ
と
も
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
上
昇
の

一
因
と

な
り
ま
す
。
遺
伝
的
な
要
因
、
ホ
ル
モ
ン
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
そ
れ
が
進
む
と
ど
う
な
る
の
？

困

っ
た
こ
と
に
、
高
脂
血
症
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま

●

せ
ん
。
し
か
し
血
管
の
中
で
は
血
管
の
壁
に
余
分
な
脂

質
が
入
り
込
み
、
や
が
て
壁
が
厚
く
弾
力
性
を
失

っ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
が
動
脈
硬
化
で
す
。
血
管
の
壁
が
厚

く
な
れ
ば
そ
の
分
血
管
内
は
狭
く
な
り
、
血
液
の
流
れ

が
悪
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
た
血

管
壁
は
も
ろ
く
傷
つ
き
や
す
く
な
り
、
血
栓
が
で
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
血
栓
に
よ

っ
て
血
管
が
詰
ま
る
と
、

体
の
臓
器
に
必
要
量
の
血
液
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
そ
の
影
響
は
全
身
に
及
び
、
心
臓
病
や
脳

卒
中
と
い
っ
た
深
刻
な
病
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
中
性
脂
肪
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
め
な
方
は

○
肥
満
の
あ
る
方
は
肥
満
の
改
善
を
図
る
。

適
正
体
重

（ｋｇ
）
＝
身
長

（
ｍ
）
×
身
長

（
ｍ
）
×
２２

０
脂
肪
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
動
物
性
脂
肪
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
肉
類
、

魚
卵
、
鶏
卵
、
牛
乳
、
バ
タ
ー
な
ど
。
卵
、
牛
乳
、

バ
タ
ー
な
ど
が
原
材
料
に
な
っ
て
い
る
食
べ
物
も
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

○
甘
い
も
の
を
控
え
ま
し
よ
う
。

甘
い
も
の
に
は
、
卵
、
バ
タ
ー
、
生
ク
リ
ー
ム
な

ど
を
使
う
た
も
の
が
多
い
の
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
砂
糖
の
取
り
過
ぎ

は
中
性
脂
肪
を
増
や
す
作
用
が
あ
り
ま
す
。

○
野
菜
を
た

っ
ぷ
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

○
体
を
動
か
し
ま
し
よ
う
。

運
動
は
肥
満
を
解
消
す
る
だ
け
で
な
く
、
血
液
中

の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。

○
ア
ル
コ
ー
ル
を
取
り
過
ぎ
な
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
血
液
中
の
中
性
脂
肪
を
増
や
す

ほ
か
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
の
原
因
と
な
る
の
で
、

特
に
中
性
脂
肪
が
高
い
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
民
生
委
員

田
上
　
安
盛

馬
原
　
芳
隆

甲
斐
　
利
子

桐
原
　
利
光

岩
下
　
郁
代

今
村
キ
ワ
子

桐
原
ミ
ヤ
子

中
村
　
静
子

甲
斐
　
光
志

嶋
田
　
耕

一

岩
下
紀
久
雄

谷
川
　
征
登

堀
田
　
義
宗

後
藤
　
　
寛

住
吉
　
栄
男

安
方
小
百
合

大
村
　
敬
止

赤
星
　
直
晴

遠
山
　
澄
男

古
庄
智
美
子

二
子
石
　
顕

児
玉
美
代
子

伊
藤
　
幸
子

甲
斐
　
康
利

草
村
　
一
冨

瀬
井
　
福
江

熊
川
　
孝
子

桐
原
　
映

一

甲
斐
か
つ
よ

・
児
童
委
員

（敬
称
略
）

（村
山
）

（上
在
）

（天
神

。
上
町
）

（旭
通
Ａ
）

（旭
通
Ｂ
）

（昭
和
Ａ
）

（昭
和
Ｂ
）

（下
町
Ａ
）

（下
町
Ｂ
）

（横
町
）

（森
）

（冬
野

・
津
留
）

（洗
川

。
大
村

。
東
中
原

）

（西
中
原

。
前
原
）

（戸
狩

・
井
上

・
山
鳥
）

（小
倉
原

・
中
園

。
西
丁
）

（草
部
）

（芹
口
）

（菅
山
）

（永
野
原
）

（下
切
）

（中
）

（矢
津
田
）

（津
留
）

（野
尻
）

（尾
下
）

（河
原
）

（全
町

・
主
任
児
童
委
員
）

（全
町

。
主
任
児
童
委
員
）

●   ●

●

民
生
委
員
推
薦
委
員
会

（相
馬
俊
行
委

員
長
）
の
推
薦
を
受
け
、
下
記
の
民
生
委

員

。
児
童
委
員
２９
名
に
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
任
期
は
平
成
１６
年
１２
月
１
日
か

ら
３
年
間
で
す
。

民
生
委
員

。
児
童
委
員
は
、
地
域
の
福

祉
向
上
を
図
る
た
め
関
係
行
政
機
関
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
や
母
子
家
庭
、
老
人
、
児
童
、
心
身
に

障
害
の
あ
る
方
な
ど

へ
の
相
談
や
助
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
民
生
委
員

・
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

9 rexelroRr rowN-zoos.z
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在宅サービス

■ホームヘルパー

■訪問介護

■デイサービス

短期入所サービス

福祉用具レンタルなど

町独自のサービス
(介護保険外の事業)

醸配食サービス

聯軽い日常生活支援

ペッタンペッタン
もちつき大会

高森保育園では、恒例のもちつき大会が行われまし

た。北風が吹く寒い中、年長組の園児たちが交代でも

ちつきを体験。重いきねにふらふらする場面も見られま

したが、 おいしいおもちがつきあがりました。

決意新たに
消防出初め式

新年恒例の消防出初め式と通常点検が、高

森中央小学校グラウンドで開催されました。

分列行進後の式では、消防活動に功労の

あった方々へ表彰状、感謝状が贈呈され、

その後、荒牧久利団長が 「今年も団員一丸

となつて、予防消防に精励し、地域住民の

協力のもと、火災ゼロを実現したい」と訓

示しました。

通常点検では、全 13分団と高森中学校少

年消防隊が日頃の訓練の成果を競いました。

また、高森幼稚園幼年消防クラブによるかわ

いらしい防火演技も披露され、会場からはあ

たたかい拍手が送られていました。

その後、別所の堤で一斉放水が行われ出

初め式を終えました。

磯通常点検審査結果蝙

第1位  2分団 (社倉を除く草部・芹口・菅山)
第2位  4分団 (村山 。上在)
第3位  12分団 (尾下)

たばこ耕作組合が
湧水トンネル公園清掃

たばこ耕作組合高森支部 (林淳一推進委員)の組合
員とその家族が湧水トンネル公園周辺の清掃を実施し

ました。これはたばこ収穫への感謝と喫煙者のマナー

向上を目的として行われたもので、お揃いのはっぴを着

た参加者が、吸い殻や空き缶などを拾いながら、観光

客に携帯灰皿を配りました。

Ｑ
　
私
は
介
護
保
険
料
を
支
払

っ

て
い
ま
す
。
こ
の
保
険
料
は
何

に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
よ
う

か
？

Ｒ
　
介
護
保
険
料
は
、
在
宅
や
施

設
入
所
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
の
支
払
い
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
（本
人
は
１

割
負
担
で
す
の
で
、
簡
単
に
説

明
す
る
と
９
害‐‐
分
の
支
払
い
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

例
　
本

人
が
３
万
円
を
払
つ
た
場
合
は
、

２７
万
円
は
介
護
保
険
制
度
か
ら

支
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）

基
本
的
な
考
え
と
し
て
、
保

険
料
が
何
に
使
わ
れ
る
か
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
現
在
の
介

護
保
険
料
算
定
の
仕
組
み
は
平

成
１５
年
度
か
ら
１７
年
度
ま
で
に

お
い
て
、
第
１
号
被
保
険
者
数

（
６５
才
以
上
）
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
用
や
利
用
の
状
況
を
予
測

し
て
介
護
保
険
料
が
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
（本
誌
平
成
１６
年

Ｈ
月
号
８
。
９
ぺ
―
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
特
に
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費
用
が
多
く

な
れ
ば
介
護
保
険
料
も
上
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
介
護
保
険
の
い
ろ

い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
正
し
く
理

解
し
、
正
し
く
使
う
こ
と
が
介

●●

護
保
険
料
の
こ
と
に
限
ら
ず
、

介
護
保
険
制
度
の
真
の
発
展
に

も

つ
な
が
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は
み
ん
な
で

育
て
る

「助
け
合
い
制
度
」
で

す
。
ま
ず
は
み
ん
な
が
健
康
に

過
ご
す
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

も
し
も
介
護
が
必
要
に
な

っ
た

と
き
に
安
心
し
て
老
後
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
目
的

に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。
皆
さ

ま

の
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま

す
。

口
　
介
護
保
険
制
度
と
医
療
保
険

制
度

の
違

い
に

つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ

い
。

日
　
ま
ず
、
病
院
で
の
医
療
面
で

の
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
国

民
健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険

制
度
で
の
扱

い
と
な
り
ま
す
。

症
状
が
固
定
し
て
医
療
行
為

が
必
要
で
な
く
な

つ
た
と
き
か

ら
、
何
ら
か
の
介
護
が
必
要
な

場
合
に
、
介
護
認
定
を
受
け
て

要
支
援
や
要
介
護
１
～
５
に
認

定
さ
れ
た
と
き
か
ら
介
護
保
険

で
の
扱

い
と
な

っ
て
き
ま
す
ｃ

（原
則
と
し
て
６５
才
以
上
）

介
護
が
必
要
に
な

っ
た
場
合

の
認
定
申
請
方
法
と
、
介
護
保

険
に
認
定
さ
れ
た
場
合

の
こ
と

は
下
記
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

介護が必要となったときは ?

(介護サービスの利用手続き)
もしも

施設サービス

鬱特別養護老人ホーム

警介護老人保健施設

季介護療養型医療施設

螂攣輯舞

韓罐耗

●   ●

旨

介
護
保
険
に

認
定
さ
れ
た
ら

上
の
表
の
流
れ
で

「要
支
援
」

や

「
要
介
護
１
～
５
」
に
認
定

さ
れ
た
ら
、
次
の
手
順
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
手

続
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
利
用
者

の
健
康
状
態
、
日
常
生
活
動

作
、
家
族
の
状
態
を
把
握
し

て
、
利
用
者
に
と

っ
て
最
も

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
計

画
し
ま
す
。
（ケ
ア
プ
ラ
ン
）

②
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
中
心

と
な
り
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
基

に
し
て
、
本
人
、
家
族
、
医

療
機
関
、
各
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
な
ど
か
ら
な
る
「サ
ー
ビ
ス

担
当
者
会
議
」
に
お
い
て
、
利

用
者
に
と
っ
て
最
も
よ
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
後
も
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
継
続
的
な

管
理
や
再
評
価
を
行
い
ま
す
。

餞
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

ＴＥＬ

６

２

１

１

１

１

１

（内
線
１
２
３
）
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（阿
蘇
地
域
介
護
認
定
審
査
会
）

要

介

護

認

定

保

請

護

申

介

に

場

係

役

険

利 用 者 要
介
護
１
～
５

自
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ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

■

本
田
生

一
さ
ん
（上
色
見
・洗
川
）

全
国
体
育
指
導
委
員
功
労
者
表
彰

湧水トンネルクリスマスファンタジーで開催し

たクリスマスツリーコンテストの表彰式が行われ

ました。

結果は次のとおりです。

特選‐  Smlle heart

l席 桜ヶ丘保育園
2席 特別養護老人ホーム梅香苑
2席  (株)青山製作所熊本工場

3席 たかもり花高原
3席 高森寮
3席 高森町商工会

力作が勢揃い
ひょうたん品評会

野尻地区愛瓢会 (安藤幸之会長)によるひょうたん

品評会が林業総合センターで行われました。

1年かけて丹精に栽培されたひょうたん、品評会ヘ

の出展は46点、展示に 30点の力作が勢揃いし、型・

肉厚等を中心に審査、各部門ごとに賞が決められまし

た。なお、吉良山盛雄さん (河原・味鳥)が最優秀賞
を受賞しました。

11 TAKAMoRT rowN-2005.2

り

兵庫県で開催された全国体育指導委員研究協議会

の席上において、本田生一さんが全国体育指導委員功

労者表彰を受賞しました。

本田さんは、昭和 53年から町体育指導委員としてソ

フトボール、 ミニバレー等地域スポーツの普及振興に
尽力し、また、体育指導委員活動の企画立案に積極的

に取り組んだことが認められ今回の受賞となりました。

高森高校3年生
行政と税について学ぶ

●

●

進学や就職を今春に控えた高森高校3年生が役場を

訪れました。

これは、社会生活で必要な税の仕組みや行政のシス

テムを学ぼうというもので、生徒たちは職員から税や町

の施策説明を受けました。また、同校出身の町職員か

ら、先輩社会人としての体験談の発表もあり、 とでも
熱心に聞き入っていました。

その後、役場内の仕事風景や施設を見学しました。
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H aL?E"*)*,-}if
年齢を重ねると身体的な衰えなどが出てきますが、「生き生き

と若々しく」いつまでも健康に過ごしたいものですね。

■

(ゝ、 く )
■■■‐

瑕 鰊

ブド
雷奎
口52
′Eコ
4L_』__

:⌒

険
魏勒
碧
罐輔轟椰
轡襲纏嘱孵機

φ汽
“

暉

―

r‐

―゙

ヽ_
日

-嗜"亀
ヽ線♂

月 l攣

ヨ甦
轟肋
写魏
穐蟻攣麟鍮

鵞贄
肉釉
【多
六｀
鴇蠅顧岬繭

鰺攣卜
蟻饗毅臨爾麒騨

孟:⊃

々
魏
<

すぐに人に頼らず、できること

はまずは自分でやってみる。

くよくよせず、前向きに考える。

炉≒

●

●

』
」

了
輻搬
.

,総躍
|

麒
まだまだ元気だと思い、

年をとったと思わない。

適度な運動をする。 (普段

の生活の中で、なるべく体

を動かすことを心掛ける) 闊
霙̈

菫 響 磐

ξ

食べ過ぎに気をつけ、
バランスのとれた食事

をとる。

スポーツや文化、老人ク

ラブ活動など地域活動や

趣味などで楽しみを見つ

けて続ける。

´

ヽ

家族や友人などと楽しい会話を

する。 (悩みごとはすぐに相談)

午
後
１
時
３０
分
～

○
受
講
期
間

平
成
１７
年
４
月
～
平
成
１８
年
３
月

○
受
講
料
等

（１
年
分
）

入
学
金
１
、
０
０
０
円

受
講
料
８
、
０
０
０
円

○
申
込
方
法

役
場
保
健
福
祉
課

・
教
育
委
員
会
窓

口
備
え
付
け
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
て
お

中
し
込
み
く
だ
さ
い
。
（２
月
１４
日
か
ら

配
布
開
始
）

※
八
代
校

（や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
）
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

〓
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

■
０
９
６
‐
３
５
４
，
３
０
８
３

○  ○
毎 開 2募
週 催 月 集
水 曜 14期
曜 日 日 間

一熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
一

申生
徒
募
集
　
　
　
　
中

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
高
齢

者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に

「熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
健
康
講
座
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

な
ど
１
年
間
に
わ
た
る
幅
広
い
学
習
や
体

験
を
通
し
て
、
生
き
が
い
再
発
見
、
社
会
参

加
、
さ
ら
に
は
新
た
な
交
流
の
き
っ
か
け
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

○
入
学
資
格

県
内
在
住
で
学
習
意
欲
の
あ
る
６０
才

以
上
の
方

○
募
集
定
員

・
会
場

熊
本
校
（熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

１
０
０
名

日 ～

３

月

・４

目

・
時
間
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